
筆
者
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
は
じ
め
て
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ス
テ
ル
著
『
外
科
学
」
冒
目
２
ｍ
国
①
宮
の
再
一

○
三
昌
値
①
》
弓
届
の
蘭
訳
本
閏
ｇ
島
涛
昌
彦
。
。
旨
“
国
①
。
巖
冒
Ｓ
ｍ
の
○
且
①
国
曼
凰
品
ｇ
〉
昔
巨
胃
の
ａ
四
日
』
弓
虐
の
扉
絵
に
描
か
れ
た
も
の
だ

医
学
の
紋
章
（
シ
ン
ボ
ル
）
と
し
て
は
、
世
界
の
各
国
で
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
名
ア
ス
ク
レ
ピ
オ

ス
シ
ぃ
産
名
』
○
い
の
ロ
ー
マ
名
は
エ
ス
ク
ラ
ピ
ウ
ス
際
。
巳
§
旨
い
で
、
彼
は
医
学
、
医
術
の
神
で
あ
る
。
そ
の
杖
に
は
一
匹
の
蛇
が
か
ら
ま

り
、
健
康
、
不
老
、
長
寿
な
ど
を
象
徴
し
て
い
る
。
蛇
は
古
く
か
ら
善
悪
二
面
で
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
善
の
面
だ
け
で
糸
る
と
、
蛇
が
脱
皮
し

て
新
し
い
体
と
な
る
の
で
、
復
活
、
再
生
を
示
し
、
ま
た
多
く
の
伝
説
な
ど
か
ら
、
守
護
、
魔
力
、
神
秘
、
大
地
の
力
な
ど
を
象
徴
し
、
聖
書

の
こ
と
ば
「
蛇
の
よ
う
に
賢
く
」
か
ら
、
賢
盧
も
表
現
す
る
。
杖
は
地
上
に
生
長
す
る
植
物
的
生
命
を
示
し
、
権
威
、
命
令
、
指
揮
力
な
ど
を

象
徴
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

一
ハ
ィ
ス
テ
ル
著
『
外
科
学
』
蘭
訳
本
の
扉
絵

日
本
に
お
け
る
医
学
の
シ
ン
ボ
ル

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
の
受
容 日

本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
二
号

昭
和
六
十
三
年
四
月
三
十
日
発
行

古

昭
和
六
十
三
年
二
月
十
七
日
受
付

川

明
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一癖辮議

図2ハイステルの肖像（ハイステ

ル『外科』のラテン語本より）

1．G.Wolffgang(1729年画）

図1ハイステル著『外科学』蘭訳

本の扉絵

と
推
定
し
て
い
る
（
図
１
）
。
ハ
イ
ス
テ
ル
著
『
外
科
学
』
に
は
藺
訳
の

ほ
か
、
ラ
テ
ン
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
・
へ
イ
ン
語

訳
も
あ
る
が
、
こ
の
扉
絵
は
蘭
訳
者
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
（
一
六
八
七
’
一
七

四
六
）
が
と
く
に
つ
け
た
も
の
で
、
ド
イ
ツ
語
の
原
本
や
そ
の
他
の
翻
訳

本
に
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。

ハ
イ
ス
テ
ル
（
一
六
八
三
’
一
七
五
八
）
（
図
２
）
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
ア
ム
マ
イ
ン
に
生
ま
れ
、
ギ
ー
セ
ン
で
医
師
と
な
り
、
一
七
○
七
年

か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
医
と
な
っ
て
、
外
科
実
地
経
験
を
積
朶
、
一
七
二
○

（
一
）

年
か
ら
へ
ル
ム
ス
テ
ッ
ト
の
外
科
学
教
授
だ
っ
た
。
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
は
ラ

イ
デ
ン
に
生
ま
れ
、
一
七
○
七
年
に
医
師
と
な
り
、
一
七
○
九
年
か
ら
軍

医
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
七
一
五
年
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
外
科
医
と

し
て
働
き
、
解
剖
も
行
っ
て
い
た
。
二
人
は
軍
医
と
し
て
た
が
い
に
尊
敬

（
一
一
）

し
あ
う
仲
だ
っ
た
。

（
三
、
四
）

『
蘭
学
事
始
』
に
よ
る
と
、
杉
田
玄
白
は
明
和
四
、
五
年
ご
ろ
（
玄
白
の

記
憶
は
誤
り
で
、
正
確
に
は
明
和
六
年
、
一
七
六
九
年
）
、
オ
ラ
ン
ダ
商

館
長
ヤ
ン
・
カ
ラ
ン
ス
の
江
戸
参
府
に
付
添
っ
て
き
た
大
通
詞
吉
雄
幸
左

衛
門
か
ら
、
『
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
シ
ュ
ル
ゼ
イ
ン
』
と
よ
ば
れ
た
こ
の
書
物

（
ハ
イ
ス
テ
ル
『
外
科
学
』
の
蘭
訳
本
）
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
記
載
し

て
い
る
。
玄
白
は
そ
の
書
物
の
な
か
の
図
が
精
巧
な
こ
と
に
感
嘆
し
、
そ
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図4越邑徳基『瘍科精選図解』の

表紙

図3大槻玄沢「瘍医新書」の表紙

の
害
を
借
り
て
、
幸
左
衛
門
の
江
戸
滞
在
中
に
徹
夜
ま
で
し
て
、
図

を
写
し
た
と
い
う
。

こ
の
書
物
の
扉
絵
に
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
玄
白
に
は
そ
れ
が
何
の
こ
と
か
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
玄
白
は
の
ち
に
本
書
の
日
本
語
訳
を
開
始
し
た

が
、
中
途
か
ら
、
こ
れ
を
門
弟
大
槻
玄
沢
に
依
頼
し
た
。
玄
沢
は

（
五
）

『
瘍
医
新
書
」
の
題
名
で
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
、
こ
の
蘭

訳
本
の
大
部
分
を
翻
訳
し
た
が
扉
絵
と
そ
の
解
説
は
省
略
さ
れ
て
い

る
（
図
３
）
。
こ
の
絵
は
玄
白
や
玄
沢
の
あ
と
、
蘭
学
者
を
は
じ
め

（
五
、
六
）

多
く
の
人
び
と
に
鑑
賞
さ
れ
、
越
邑
徳
基
著
『
瘍
科
精
選
図
解
』

ま
さ
ぽ
く
せ
ん

（
文
政
三
年
、
一
八
二
○
、
図
４
）
に
は
、
牧
墨
遷
の
銅
板
画
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
解
説
は
な
い
。

昭
和
四
十
九
年
、
東
京
日
本
橋
の
三
越
本
店
で
開
催
さ
れ
た
「
洋

（
七
）

学
二
百
年
記
念
展
」
の
解
説
書
の
な
か
で
、
筆
者
は
こ
の
扉
絵
を
見

て
、
そ
の
な
か
に
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
に
深
い
印
象
を
受
け
た
。
し
か
し
そ
の
と
き
は
、
筆
者
は
こ
の
絵

（
八
）

の
意
味
を
は
っ
き
り
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
蘭
訳
書
の

実
物
を
見
た
と
き
、
扉
絵
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
詩
文
形
式
の
解

説
く
⑦
鳥
毎
日
旨
ぬ
ぐ
回
国
号
貝
匡
胃
①
具
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
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解
説
は
美
し
い
詩
文
で
あ
る
が
、
筆
者
に
は
詩
文
で
翻
訳
で
き
な
い
の
で
、
散
文
と
し
て
意
訳
し
た
。

ご
国
。
員
号
『
顛
堂
ざ
高
急
．
①
昌
号
顛
良
さ
琶
怠
Ｎ
①
南
ぐ
①
鼻
○
○
口
①
冒

国
斥
局
Ｑ
ｏ
９
Ｑ
①
弓
の
胃
邑
時
○
口
胃
軍
之
①
①
ぐ
四
目
面
四
胃
①
ｏ
胃
①
Ｎ
ｏ
ｏ
ｐ
の
ロ
〉

閏
○
○
哩
①
①
３
日
国
国
胃
固
閃
〕
堅
い
学
昏
。
言
言
乏
ぐ
旦
冨
散
閏
冒
Ｑ

Ｑ

田
口
の
。
ご
ｐ
冒
号
局
ご
Ｆ
国
○
○
詞
ｚ
》
Ｈ
ｇ
陣
①
の
旨
、
。
§
罫
『
鴨
ご
色
四
日
ｇ

こ
こ
に
は
医
学
の
神
（
治
癒
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）
と
、
医
学
そ
の
も
の
が
、
ハ
イ
ス
テ
ル
教
授
を
有
名
な
マ
カ
オ
ン
と
し
て
、
ま
た
有
能

な
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
を
ま
さ
し
く
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
と
し
て
、
彼
（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）
の
本
当
の
息
子
二
人
の
肖
像
画
で
示
さ
れ
て
い
る
。

》
（
注
）
ハ
イ
ス
テ
ル
と
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
は
二
人
と
も
オ
ラ
ン
ダ
軍
の
軍
医
で
あ
る
。
マ
カ
オ
ン
と
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の

息
子
で
、
と
も
に
ト
ロ
イ
ァ
戦
争
に
従
軍
し
た
ギ
リ
シ
ャ
軍
の
軍
医
で
あ
る
。
「
有
名
な
マ
カ
オ
ン
」
と
訳
し
た
が
「
有
名
な
」
は
ハ
イ
ス

（
九
）

（
図
５
）
。
昭
和
五
十
二
年
大
鳥
は
「
ヘ
ー
ス
テ
ル
外
科
書
の
解
説
」
で
、
扉
絵
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
扉
絵
の
解
説
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

そ
れ
以
来
筆
者
は
こ
の
扉
絵
の
オ
ラ
ン
ダ
文
解
説
の
日
本
語
訳
の
有
無
を
調
査
し
た
が
、
つ
い
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
筆
者
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
は
あ
ま
り
自
信
が
な
い
が
、
翻
訳
を
試
ゑ
た
。
詩
文
で
あ
る
こ
と
と
、
古
い
オ
ラ
ン
ダ
語
な
の
で
む
ず
か
し

か
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
堪
能
な
友
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
、
フ
ラ
ン
ド
ル
系
慧
へ
ル
ギ
ー
人
た
ち
の
知
人
の
指
導
と
援
助
を
受
け
て
、
そ
の
大
意

（
一
○
）

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
、
日
本
医
史
学
会
と
蘭
学
史
料
研
究
会
の
合
同
例
会
で
報
告
し
、
そ
の
後
『
医
学
の
あ

（
一
一
）

ゆ
ぷ
』
に
も
概
略
を
掲
載
し
た
。
扉
絵
に
描
か
れ
た
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
父
医
神
ア
ポ
ロ
ン
に
握
ら
れ
て
い

る
。
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
自
身
の
像
が
ど
こ
に
も
な
い
こ
の
絵
の
作
者
は
、
こ
の
杖
が
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
理
解
さ
せ
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
「
扉
絵
の
解
説
」
の
翻
訳
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ロ
①
園
鴛
愚
①
①
ロ
〆
旨
Ｑ
号
黒
５
門
丘
甘
号
の
①
ご
⑦
庁
四
口
。
胃
、
］
○
○
訂
Ｐ

甲
閂
２
口
屋
寓
①
三
奇
『
言
鼠
炉
口
四
芹
旨
○
○
洋
々
Ｑ
の
門
置
①
の
沖
ぐ
①
再
Ｑ
Ｈ
ｏ
ｇ
ｇ
星

国
の
旨
筈
狩
亀
①
口
の
①
国
電
ミ
嘱
胃
ぐ
呉
烏
亜
冒
席
時
冨
且
．

Ｎ
く
庁
①
獄
⑦
Ｐ
Ｑ
四
件
口
①
①
Ｎ
国
添
○
口
胃
腸
周
昌
○
国
辱
穴
く
○
○
門
》
行
く
の
園
国
邑
具

、

、

国
昌
旦
昌
ぐ
○
○
同
旨
茸
狩
胃
ほ
ぼ
四
日
巴
８
○
ｍ
目
Ｏ
ｇ
胃
昌
①
Ｈ
３
．

「
愛
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
ど
も
は
、
片
手
（
右
）
に
病
人
を
ち
っ
と
も
悩
ま
し
た
こ
と
の
な
い
便
利
な
（
有
効
な
）
器
械
を
握
り
、
左
手
に

は
鏡
と
蛇
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
こ
の
技
術
の
理
解
の
む
ず
か
し
い
こ
と
と
慎
重
（
思
慮
分
別
）
が
彼
ら
に
と
っ
て
、
常
に
必
要
な
こ
と
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古
語
で
、
詩
に
用
い
ら
Ｌ

は
軍
隊
の
こ
と
で
あ
る
。

詩
に
用
い
ら
れ
、

テ
ル
を
指
し
て
い
る
の
か
あ
る
い
は
両
者
か
も
知
れ
な
い
。

の

３

，
Ｓ

の
』
●

本
ロ
①
ミ
ニ
昏
琶
○
瓦
ｍ
巨
四
易
名
○
○
門
》
①
ｇ
置
昌
鴨
口
月
①
ぽ
ぐ
画
昌
蒄
胃
目
》

、
Ｕ

Ｏ

ｒ
。
‐
Ｎ

Ｃ

印
印
画
略
勝
姻
皿
訳

ｐ

ｎ
翫
削
雁
諏
弧
Ｕ
，
蘭
己
①
国
①
①
岸
○
口
禺
○
①
扉
且
①
ご
冨
胃
Ｏ
吋
昌
①
鴨
易
ｏ
冨
胃
目
〕

ａ
０
ｅ
ｌ
織
蝿
鉦
騨
》
哩
ｊ書
国
肖
８
○
門
望
目
尻
ぐ
ｇ
の
口
昌
目
○
○
ａ
①
具
鴨
①
胃
の
ロ
．
ぐ
与
行
》

ｔ
〔
Ⅱ
荊
叡
⑤
ロ
ｋ
ａ
ｌ
●

舵
匪
佐
ｆ
砿
岬
脈
即
岨
工

科

辮
郷
辮
撫
岬
叫
凶
呂
Ｎ
の
］
向
島
①
ｍ
８
Ｏ
Ｏ
ｐ
①
〆
○
昌
騨
的
①
ケ
⑦
①
』
け
①
①
胃
計
Ｏ
①
的
①
ミ
乱
．

●
唾
岬
睡
皿
唖
岬
・
岬
恥
呼

ル
説

隙
獄
蝿
職
繩
テ
解
彼
（
ポ
ダ
レ
ィ
リ
オ
ス
、
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
）
は
先
人
（
マ
ヵ
オ
ン
、
ハ
ィ
ス

恥
過
昶
榧
山
“
ｋ
肥
血

ス
の

乳

招
鵜
癖
癖
糠
一
郭
誌
テ
ル
）
を
追
っ
て
、
長
い
年
月
の
間
、
軍
隊
で
医
術
を
実
践
し
た
。
そ
し
て
彼

は
そ
の
勤
勉
、
判
断
、
思
考
、
努
力
に
よ
っ
て
、
立
派
な
技
術
に
専
念
し
て
き

印
ｗ
陣
、
椎
。
唯
郡
士

ゞ
樒
虹
咽
恥
吋
価
ゞ
鞭
・
祁
刷
Ｆ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｖ

”
艮
監
幾
膳
図
た
。

ク

（
注
）
言
画
く
。
愚
は
ラ
テ
ン
語
、
ロ
ー
マ
神
話
の
軍
神
マ
ー
ル
ス
冒
胃
ｍ
の

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
武
神
ア
レ
ー
ス
に
相
当
す
る
。
］
侭
目
は
軍
隊
、
の
ｏ
盲
目
目
は
軍
の
古
語
で
庁
開
園
ｏ
盲
目
目

工．PALUDANUS
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（
注
）
「
鏡
と
蛇
」
は
蛇
杖
の
頭
に
鏡
を
つ
け
た
「
フ
ラ
ン
ス
式
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
の
こ
と
で
、
医
学
・
医
術
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
。
鏡
は
真
実
、
神
秘
、
知
識
、
心
の
反
映
、
未
来
の
予
見
な
ど
を
象
徴
す
る
。

ロ
①
葛
①
詩
隠
四
口
目
胃
匙
ミ
Ｏ
ａ
Ｑ
ｏ
ｏ
門
号
口
言
①
昌
鴨
苛
画
扁
司
巳
曾
①
Ｐ

ｅ

ｐ
①
、
。
底
圖
画
亀
吋
①
吊
管
ぐ
①
号
①
①
匡
響
の
国
Ｑ
ｏ
２
Ｑ
①
ロ
卸
①
『
⑦
ｐ
旧
き
屋
亀

己
の
ミ
囚
戸
汀
号
の
丘
〉
巳
９
ヶ
四
口
ぬ
く
○
○
吋
目
○
○
口
匙
○
○
ぬ
い
劇
。
毒
門
①
①
ｇ
ミ
．

彼
ら
の
活
躍
状
況
は
勤
勉
な
す
べ
て
の
動
物
た
ち
、
例
え
ば
器
用
な
蜂
の
よ
う
に
、
ま
た
活
発
な
態
度
は
、
不
必
要
な
ほ
か
の
動
物
の
さ
け

び
を
恐
れ
な
い
誇
り
高
い
ラ
イ
オ
ン
で
示
さ
れ
る
。

』
、
ミ
ヶ
①
ざ
○
口
の
昌
旦
①
Ｑ
の
Ｑ
四
四
Ｑ
①
目
国
営
胃
①
Ｈ
Ｎ
Ｃ
○
画
①
冒

固
昌
窪
の
①
目
月
Ｎ
ｏ
ｏ
ｐ
の
ご
〕
百
○
貝
属
ほ
こ
口
目
．
弓
○
○
錘
目
２
Ｆ
四
巨
乏
管
周
回
胃
○
○
口
①
ロ
）

と
め
肖
胃
①
邑
亀
篇
目
号
昌
呉
ぐ
画
ご
国
旬
日
〉
ぽ
自
国
目
・
ぐ
四
号
局
夛
国
四
ａ
迄

日
日
乏
逹
Ｑ
⑦
、
。
彦
巴
庁
甸
脚
四
日
昏
巨
昌
時
○
①
冒
す
闇
巳
口
旦
置
旨
囎
亀
鈩
四
ａ
迄
、

ア
ポ
ロ
ン
は
彼
の
息
子
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
と
孫
（
マ
ヵ
オ
ン
、
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
）
の
偉
業
に
報
い
ら
れ
、
彼
ら
の
頭
を
月
桂
冠
で
飾
っ

た
。
彼
（
ア
ポ
ロ
ン
）
と
彼
ら
（
孫
た
ち
）
の
父
（
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
）
の
評
価
に
敬
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
輝
し
い
名
誉
は
彼
ら
（
マ
カ

オ
ン
と
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
）
の
栄
光
を
い
つ
ま
で
も
、
世
界
中
に
鳴
り
ひ
び
か
せ
て
い
る
。

（
注
）
最
後
の
「
彼
ら
」
は
マ
ヵ
オ
ン
と
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
を
指
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
書
物
の
著
者
ハ
イ
ス
テ
ル
と
翻
訳
者
ユ
ル

ホ
ー
ル
ン
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
冨
園
巳
且
）
冨
園
二
首
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ら
っ
ぱ
の
こ
と
で
、
こ
の
扉
絵
の
上
部
で
天
使
が
ら
つ
ば
を
吹

を
教
え
て
い
る
。

き
鳴
ら
し
て
い
る
。

こ
の
詩
文
を
詠
む
と
大
変
き
れ
い
で
、
全
二
十
行
を
四
行
ず
つ
に
五
分
し
て
、
各
行
の
後
尾
の
文
字
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
そ
ろ
っ
て
い
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ｅ
討
制
口
‐
討
月
ロ
）
①
⑦
匡
乏
‐
３
匡
乏
．

⑫
）
↓
○
○
画
①
画
’
○
○
畳
①
目
〕
画
画
門
Ｑ
Ｉ
四
脚
Ｈ
ｇ
》

ま
た
各
行
の
最
初
の
文
字
に
も
気
を
配
っ
て
、
シ
己
同
国
目
Ｎ
を
巧
み
に
取
扱
っ
て
い
る
。

作
詩
者
パ
ル
ダ
ー
ヌ
ス
伊
田
シ
Ｆ
ロ
ロ
ン
ｚ
ｄ
ｍ
（
・
ヘ
ン
ネ
ー
ム
）
は
本
名
ブ
ル
ー
ク
５
日
胃
周
菖
ぬ
ぐ
創
旨
号
回
国
弱
○
国
侭
で
、
十
八
世
紀
初

（
一
一
一
）

期
の
オ
ラ
ン
ダ
の
詩
人
で
あ
る
。
絵
の
制
作
者
ド
ュ
・
ブ
ー
ル
博
。
鳥
團
胃
旨
旨
唖
ロ
〔
田
○
ご
”
。
（
一
六
九
三
、
く
一
七
四
五
）
は
ア
ム
ス
テ
ル

（
一
一
二
）

ダ
ム
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
系
オ
ラ
ン
ダ
人
で
、
宗
教
画
家
と
し
て
名
高
い
。
彫
版
者
タ
ン
’
三
国
の
討
尉
弓
諺
Ｚ
目
（
一
七
○
六
’
一
七
六
○
）

（
一
一
二
）

は
歴
史
肖
像
画
彫
版
を
得
意
と
し
た
。
出
版
は
］
．
ぐ
目
葛
煙
の
吾
の
侭
の
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
名
は
扉
絵
の
下
に
小
さ
く
記
し
て
あ
る
）
。

る
0

前
記
「
扉
絵
の
解
説
」
の
翻
訳
と
多
少
重
複
す
る
が
、
そ
の
大
意
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
染
た
。

扉
絵
の
中
央
の
月
桂
冠
を
頭
に
し
た
有
鬚
の
人
物
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
医
神
、
太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
で
あ
る
。
彼
が
右
手
に
握
っ
て
い
る
杖

（
蛇
杖
）
は
ア
ポ
ロ
ン
の
息
子
、
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
自
身
を
表
現
し
、
こ
の
絵
の
な
か
に
は
と
く
に
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
影
像
は
見
ら
れ

絵
の
上
部
の
楕
円
形
の
額
に
は
、
原
著
者
ハ
イ
ス
テ
ル
の
肖
像
が
描
か
れ
、
下
部
の
額
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
者
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
の
肖
像
が

描
か
れ
て
い
る
。
ハ
イ
ス
テ
ル
の
額
の
周
囲
に
は
細
か
い
字
で
、
層
目
①
易
国
①
目
①
『
冒
琴
ロ
２
国
。
。
乞
①
の
３
日
目
函
の
冒
愚
９
「
ロ
ー
レ
ン

な
い
。

い
）
○
○
骨
の
目
’
○
○
計
⑦
ロ
。
”
ｐ
Ｑ
Ｉ
四
昌
口
。

、

』
）
○
○
画
①
目
ｉ
Ｏ
Ｏ
ｐ
①
目
》
画
回
国
胃
〔

い
）
色
ｐ
Ｈ
宮
の
国
１
回
四
門
⑦
ロ
》
望
？
竜
ｇ
ｏ

い
）
○
○
骨
の
目
’
○
○
計
⑦
ロ
。
”
ｐ
Ｑ
Ｉ
関

、

三
扉
絵
の
大
意

画
画
円
昌
Ｑ
０
四
四
域
目
ｇ
ｏ
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右
上
方
に
描
か
れ
た
月
桂
冠
を
頭
に
し
た
女
子
は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
娘
ヒ
ギ
エ
イ
ァ
で
あ
ろ
う
。
左
側
に
は
ヒ
ギ
エ
イ
ァ
の
妹
と
思
わ
れ

る
パ
ナ
ケ
イ
ア
が
ハ
イ
ス
テ
ル
の
額
を
支
え
て
い
る
。
解
説
に
は
こ
の
二
人
の
名
は
記
し
て
な
い
が
、
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
断
定
し
た
い
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
の
冒
頭
の
「
医
神
ア
ポ
ロ
ン
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
、
ヒ
ギ
エ
イ
ァ
、
。
〈
ナ
ヶ
イ
ァ
、
お
よ
び
す
べ
て
の

男
神
と
女
神
に
誓
う
…
」
に
記
さ
れ
た
代
表
的
四
名
の
男
女
神
が
す
べ
て
こ
こ
に
登
場
し
た
こ
と
に
な
る
。

扉
絵
の
左
下
に
は
「
愛
」
を
表
現
す
る
こ
ど
も
が
描
か
れ
、
右
手
に
は
病
人
を
悩
ま
し
た
こ
と
な
く
、
治
療
に
有
効
で
便
利
な
外
科
器
械
を

た
く
さ
ん
握
り
、
左
手
に
は
鏡
の
付
い
た
蛇
杖
を
持
っ
て
い
る
。
鏡
付
き
蛇
杖
は
フ
ラ
ン
ス
独
特
の
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス

（
一
四
）

の
杖
の
変
形
で
あ
る
。
プ
ー
レ
ぎ
巨
冨
が
こ
れ
を
詳
し
く
報
告
し
て
い
る
。
こ
ど
も
の
左
後
方
に
数
匹
の
蜂
と
そ
の
巣
が
あ
り
、
そ
の
右
に

は
ラ
イ
オ
ン
の
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
医
者
の
活
躍
振
り
を
動
物
の
勤
勉
さ
に
た
と
え
、
蜂
の
器
用
さ
や
、
ほ
か
の
動
物
の
不
必
要
な

叫
び
を
恐
れ
な
い
誇
り
高
い
ラ
イ
オ
ン
の
活
発
さ
で
示
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
が
ら
は
医
術
の
理
解
の
困
難
な
こ
と
と
、
常
に
慎
重
さ
の
必
要
な
こ
と
を
示
し
、
医
学
・
医
術
の
修
得
の
困
難
な
こ
と
と
倫
理

の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
ア
ポ
ロ
ン
と
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
に
賛
美
と
敬
意
を
示
す
と
と
も
に
、
マ
ヵ
オ
ン
と
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
、
つ
ま
り
〈

イ
ス
テ
ル
と
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
の
著
述
と
翻
訳
の
偉
業
を
褒
め
称
え
よ
う
と
結
ん
だ
。
絵
の
最
上
部
で
天
使
が
天
高
く
ら
つ
ば
を
ひ
ろ
く
世
界
中

に
吹
き
鳴
ら
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
扉
絵
は
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
が
尊
敬
す
る
ハ
イ
ス
テ
ル
の
著
作
を
賞
賛
す
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の

ス
・
〈
イ
ス
テ
ル
や
医
学
博
士
で
ヘ
ル
ム
ス
タ
ヅ
ト
の
教
授
」
と
囲
み
、
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
の
額
の
周
囲
に
は
、
国
。
且
．
ｇ
冒
○
目
ぐ
○
○
号
Ｎ
自

烏
『
国
㈹
①
房
○
国
禺
旨
シ
白
鷺
胃
§
日
「
ヘ
ソ
ド
リ
ッ
ク
・
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
外
科
講
師
」
と
囲
ん
で
あ
る
。

し
か
し
解
説
文
に
よ
る
と
、
こ
の
絵
を
見
る
人
は
「
こ
こ
で
は
ハ
イ
ス
テ
ル
は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
息
子
マ
ヵ
オ
ン
と
し
て
、
ユ
ル
ホ
ー
ル

ン
は
マ
カ
オ
ソ
の
弟
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
と
し
て
登
場
し
て
い
る
」
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
イ
ス
テ
ル
と
ユ
ル
ホ
ー
ル
ン

が
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
軍
の
軍
医
だ
っ
た
よ
う
に
、
マ
カ
オ
ソ
と
ポ
ダ
レ
イ
リ
オ
ス
も
、
ト
ロ
イ
ァ
戦
争
に
従
軍
し
た
ギ
リ
シ
ャ
軍
の
軍
医
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
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図6『刀圭新報』の表紙図7ルクレルク『医学の歴史』の

扉絵

江
戸
時
代
か
ら
明
治
の
初
期
ま
で
は
《
ギ
リ
シ
ャ
神
話
が
ま
だ
普
及
し

て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
当
時
の
医
師
に
は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス

の
こ
と
、
ま
た
そ
の
杖
が
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
先
年
た
ま
た
ま
明
治
時
代
の
医
史
学
雑
誌

『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙
に
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
（
図
６
）
。

（
一
五
）

富
士
川
に
よ
れ
ば
『
刀
圭
新
報
』
は
一
九
○
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）

八
月
に
、
そ
れ
ま
で
の
奨
進
医
会
の
機
関
誌
『
医
談
』
か
ら
名
称
を
変
更

し
て
発
足
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
奨
進
医
会
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）

す
す
ぐ

に
富
士
川
雪
ら
に
よ
っ
て
広
島
で
創
立
し
、
一
八
八
七
年
富
士
川
溝
に
引

き
継
が
れ
て
東
京
に
移
り
、
一
八
八
九
年
に
『
私
立
奨
進
医
会
雑
誌
』
を

機
関
誌
と
し
て
創
刊
し
た
。
一
八
九
三
年
こ
の
機
関
誌
が
『
医
談
』
と
変

り
、
さ
ら
に
一
九
○
九
年
『
刀
圭
新
報
』
に
変
っ
た
。

『
刀
圭
新
報
」
の
表
紙
の
絵
の
中
央
に
は
、
月
桂
冠
を
頭
に
し
た
ア
ス
ク

レ
ピ
オ
ス
が
、
一
匹
の
蛇
の
か
ら
ま
っ
た
杖
を
左
手
に
持
ち
、
右
手
を
挙

オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
の
完
成
を
誇
張
し
た
く
て
、
巻
頭
を
飾
っ
た
も
の
で
あ

ヲ
（
》
０

四

『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙
に
描
か
れ
た
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
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げ
て
祈
っ
て
い
る
よ
う
な
情
景
で
あ
る
。
彼
の
膝
の
上
に
は
、
薬
草
と
思
わ
れ
る
絵
を
掲
載
し
た
書
物
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
当
時
こ
の
よ
う

な
書
物
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
彼
の
足
下
に
は
奉
献
物
の
代
表
だ
っ
た
雄
鶏
が
い
る
。
絵
の
右
側
に
三
名
の
神
官
ら
し
い
人
物
が

な
ら
ん
で
い
る
が
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
前
に
進
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
左
側
は
る
か
上
方
に
彼
の
父
で
医
神
、
太
陽
神
の
ア
ポ
ロ
ン
が
竪
琴

与
国
を
手
に
し
て
い
る
。
左
側
に
侍
る
二
人
の
女
子
は
ヒ
ギ
エ
イ
ア
と
パ
ナ
ヶ
イ
ァ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
絵
を
『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙
と
し
た
人
は
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
が
医
神
で
あ
り
、
そ
の
杖
が
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
理
解

し
て
い
た
人
だ
と
想
像
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
絵
が
二
十
世
紀
初
頭
の
日
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
何
か
ら
引

用
し
た
か
が
筆
者
の
疑
問
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
医
学
関
係
の
図
書
館
で
、
こ
れ
と
同
じ
絵
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
所

（
一
一
ハ
）

蔵
の
ス
イ
ス
の
医
史
学
者
ル
ク
レ
ル
ク
著
『
医
学
の
歴
史
』
円
舞
。
胃
号
旨
冨
ａ
の
。
旨
の
の
扉
絵
と
し
て
、
こ
の
絵
の
原
画
が
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
（
図
７
）
。

ル
ク
レ
ル
ク
ロ
騨
昌
匡
序
９
９
。
（
一
六
五
二
’
一
七
二
八
）
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
生
ま
れ
、
モ
ン
・
ヘ
リ
エ
と
パ
リ
大
学
に
学
び
、
一
六
七
○

年
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
ぐ
巴
ｇ
ｏ
⑦
で
医
学
の
学
位
を
と
っ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
業
し
な
が
ら
著
述
に
も
は
げ
み
、
一
六
九
六
年
に
『
医
学
の
歴
史
』

を
出
版
し
た
。
そ
の
後
政
界
に
も
入
り
、
一
七
○
二
年
か
ら
死
去
す
る
ま
で
州
議
員
を
勤
め
た
。
彼
の
名
は
書
物
に
よ
っ
て
、
ロ
．
胃
Ｑ
の
『
ｏ
》

ロ
．
胃
９
９
。
》
己
。
胃
。
盲
。
と
三
通
り
書
か
れ
て
い
る
が
、
ス
イ
ス
出
版
の
医
史
学
書
に
ロ
．
序
ｇ
ｏ
月
と
記
載
し
て
あ
る
の
で
、
筆
者
は

さ
て
今
と
な
っ
て
は
誰
が
ル
ク
レ
ル
ク
の
『
医
学
の
歴
史
』
の
扉
絵
を
『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙
に
引
用
し
た
か
は
、
記
録
が
な
い
の
で
ま
っ

た
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
富
士
川
溝
の
令
息
富
士
川
英
郎
氏
の
談
話
に
よ
る
と
、
「
父
は
ル
ク
レ
ル
ク
の
『
医
学
の
歴
史
』
を
持
っ
て
い
ま

し
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
本
の
医
史
学
の
重
鎮
富
士
川
瀞
が
こ
の
絵
を
引
用
し
た
公
算
が
大
き
い
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。

（
一
七
）

こ
れ
を
使
用
し
た
。
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わ
が
国
で
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
紹
介
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
二
百
年
以
上
を
経
過
し
た
が
、
ま
だ
医
学
の
紋
章
、
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
認
識
が
十
分
だ
と
は
言
え
な
い
。
欧
米
で
は
わ
が
国
に
く
ら
べ
て
、
医
学
の
紋
章
が
普
及
し
て
い
る
が
、
先
進
国
や
オ
リ
ジ
ン
の
ギ
リ
シ

ャ
で
も
必
ず
し
も
正
し
く
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
一
八
）

日
本
陸
軍
で
は
太
田
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
陸
軍
軍
医
部
の
影
響
を
受
け
て
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
衛
生
下
士
官
の
肩
章
と
し
て

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
を
用
い
た
。
ま
た
明
治
二
十
三
年
新
制
度
と
し
て
発
足
し
た
軍
医
志
願
兵
や
そ
れ
に
続
く
見
習
軍
医
の
襟
章
と
し

て
、
金
色
の
蛇
杖
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
明
治
三
十
八
年
の
服
装
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
明
治
の
中

期
ご
ろ
か
ら
、
一
部
の
人
は
蛇
杖
が
医
学
の
紋
章
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
後
期
の
『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙
の

絵
で
、
こ
の
こ
と
が
一
段
と
確
実
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

国
連
の
世
界
保
健
機
関
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
を
国
連
の
紋
章
の
な
か
に
含
め
て
、
そ
の
紋
章
と
し
た
（
図
８
）
。
世
界
医

（
一
九
）

師
会
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
に
地
球
儀
を
添
え
て
紋
章
と
し
て
い
る
（
図
９
）
。
ア
メ
リ
カ
医
師
会
Ａ
Ｍ
Ａ
は
一
九
一
○
年
に
「
ア
ス

ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
を
中
心
と
し
た
紋
章
を
制
定
し
、
同
会
発
行
の
図
書
雑
誌
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
図
相
）
。

（
二
○
）

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
陸
軍
軍
医
部
の
紋
章
が
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
で
な
く
、
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
で
あ
る
こ
と
が
誘
因
と
な
っ
て
、

世
界
の
国
ぐ
に
で
多
く
の
医
学
紋
章
に
、
誤
ま
っ
て
こ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
図
Ⅲ
）
。
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
に
は
二
匹
の
蛇
が
か
ら
ま
り
、

杖
の
頭
に
翼
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
平
和
、
幸
福
を
象
徴
す
る
。
元
来
は
商
業
、
通
信
、
交
通
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
ア
ス
ク
レ

ピ
オ
ス
の
杖
」
と
区
別
さ
れ
て
い
た
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
こ
ろ
か
ら
両
者
が
混
乱
し
て
、
両
方
と
も
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
八
五
六
年
ア
メ
リ
カ
陸
軍
軍
医
部
は
軍
属
の
記
章
と
し
て
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
を
制
定
し
、
彼
ら
が
非
戦
闘
員
と
し
て
平
和
の
た
め
に
働

く
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
た
。
し
か
し
一
九
○
二
年
前
記
の
よ
う
に
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を
そ
の
ま
ま
軍
医
部
そ
の
も
の
の
紋
章
と
し
て
し
ま
つ

五
医
学
の
紋
章
に
対
す
る
認
識
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図8国連世界保健機関WHOの紋章

（外国切手の図より筆者抽出）

図10アメリカ医師会

AMAの紋章

(SchOutenより）

図11アメリカ陸軍

軍医部の紋章

(Schoutenより）

図9世界医師会の紋章

(J.A､M.A.より）

図12オランダ医師会

の紋章

(Schoutenより）

図13日本医師会の紋章（日医ニュースより）
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謝
辞

御
生
前
指
導
を
頂
い
た
中
野
操
先
生
に
こ
の
論
文
を
献
呈
し
、
御
冥
福
を
祈
り
ま
す

オ
ラ
ン
ダ
文
翻
訳
の
指
導
と
援
助
を
受
け
た
ブ
ル
ヵ
ル
ト
神
父
少
且
晟
国
罰
○
固
〆
ン
国
閃
目
（
オ
リ
ェ
ン
ス
宗
教
研
究
所
）
、
石
野
卓
弥
先
生
、
日
蘭
学
会
教

職
員
、
お
よ
び
絵
画
、
版
画
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
た
菅
野
陽
先
生
、
な
ら
び
に
資
料
収
集
な
ど
に
協
力
を
頂
い
た
富
士
川
英
郎
、
宗
田
一
、
酒
井
シ
ヅ
の
諸

先
生
、
以
上
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

（
一
一
一
）

た
の
で
、
こ
の
誤
り
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
医
師
会
（
一
九
一
○
年
）
と
オ
ラ
ン
ダ
医
師
会
（
一
九
五
六
年
）
は
そ
れ

ぞ
れ
の
紋
章
を
制
定
し
（
図
枢
）
、
と
も
に
医
学
関
係
の
シ
ン
ボ
ル
に
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
を
用
い
、
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
を
用
い
な

い
よ
う
主
張
し
た
が
、
こ
れ
が
徹
底
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

（
二
二
’
二
四
）

筆
者
は
先
年
来
こ
の
方
面
の
調
査
の
一
端
を
報
告
し
た
が
、
今
後
は
医
学
の
紋
章
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
に
関
連
し
て
薬
学
の
紋
章
に
も
研
究

（
二
五
）

範
囲
を
ひ
ろ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
昭
和
三
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
日
本
医
師
会
の
紋
章
が
乳
鉢
と
乳
棒
を
蛇
で
図
案
化
し
た
も
の

で
、
医
薬
分
業
が
原
則
の
現
在
、
こ
れ
は
医
学
の
紋
章
よ
り
も
薬
学
の
紋
章
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
（
図
旧
）
。

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
が
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
か
ら
二
百
年
以
上
を
経
た
が
、
そ
の
受
容
の
状
況
は
ま
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
。
医
学

の
紋
章
（
シ
ン
ボ
ル
）
は
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」
を
原
則
と
し
、
「
ヘ
ル
メ
ス
の
杖
」
は
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
は
認
め
難
い
。
両
者
の
オ

リ
ジ
ン
に
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
よ
り
、
は
っ
き
り
し
た
区
別
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
医
師
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
び
と
が
こ
の
点
を

よ
く
認
識
し
、
正
し
い
医
学
の
紋
章
が
普
及
す
る
よ
う
念
願
し
て
い
る
。

文
献

ま
と
め

（
一
）
目
色
弓
ｇ
こ
・
国
・
叩
ン
豆
○
四
当
〕
巨
昌
ご
房
８
ｑ
皇
目
角
胃
旨
の
．
⑦
胃
冒
①
陣
陣
昌
胃
）
『
］
〕
乞
弓
．
息
？
』
臼
》
ら
甲
ら
つ
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ニ己ナt』ノー、‐ﾋｫブ〈五四三三二
ｰし軍曹レーン嘗一耳

（
一
二
）

（
一
三
）

（
一
四
）

Ｆ
旨
号
ｇ
ｏ
目
》
の
、
ン
．
、
己
昌
島
目
①
島
８
］
豆
○
四
四
も
彦
君
岳
鷺
》
曽
匡
．

杉
田
玄
白
著
、
緒
方
富
雄
校
註
『
蘭
学
事
始
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
、
二
四
，
ｔ
二
五
頁
（
初
版
一
九
五
九
）

杉
田
玄
白
著
、
杉
本
つ
と
む
訳
『
蘭
学
事
始
』
社
会
思
想
社
、
一
九
七
四
、
二
九
’
三
○
、
二
四
’
二
五
、
二
三
七
頁

阿
知
波
五
郎
『
近
代
日
本
の
医
学
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
、
一
三
九
，
‐
一
五
四
頁

菅
野
陽
『
日
本
銅
版
画
の
研
究
』
近
世
、
美
術
出
版
社
、
昭
和
四
十
九
年
、
四
○
三
’
四
○
四
頁

洋
学
二
百
年
記
念
会
、
洋
学
二
百
年
記
念
展
、
昭
和
四
十
九
年
、
（
医
学
）
図
三
三

国
の
曽
閂
、
Ｆ
蝋
ｇ
ｇ
ｏ
３
》
国
．
班
”
国
①
の
房
巨
目
釘
。
○
ａ
①
国
ご
凶
品
目
蹄
“
藍
】
シ
ョ
胃
＆
画
目
》
国
認
．

大
鳥
蘭
三
郎
「
ヘ
ー
ス
テ
ル
外
科
害
の
扉
絵
」
『
医
学
選
粋
』
第
一
○
号
、
日
本
医
学
文
化
保
存
会
、
昭
和
五
十
二
年

古
川
明
「
ハ
イ
ス
テ
ル
外
科
書
蘭
訳
本
の
扉
絵
」
（
例
会
抄
録
）
『
日
医
史
誌
』
三
三
、
二
四
二
’
二
四
四
、
一
九
八
七

古
川
明
「
ハ
イ
ス
テ
ル
『
外
科
学
」
の
蘭
訳
本
の
扉
絵
と
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
』
」
『
医
学
の
あ
ゆ
承
』

古
川
明
「
ハ
イ
ス
テ
ル

古
川
明
「
ハ
イ
ス
テ
ル

Ｉ
七
○
八
、
一
九
八
七

富
士
川
英
郎
「
奨
進
医
会
と
医
談
」
（
例
会
抄
録
）
『
日
医
史
誌
』
三
一
、
五
七
七
、
一
九
八
五

Ｆ
①
Ｑ
９
ｏ
嘩
己
・
韓
国
胃
○
胃
①
Ｑ
⑦
盲
目
匙
①
。
旨
の
．
シ
目
鼻
①
ａ
四
日
〕
弓
鵠
（
田
時
日
昌
町
①
段
匿
○
口
届
器
）
．

ロ
ロ
日
①
目
芦
閃
．
騨
国
○
口
目
碑
‐
閃
○
覇
固
的
Ｆ
①
四
日
ａ
①
。
旨
い
ａ
聖
啓
司
①
四
・
旨
四
Ｎ
①
ｐ
Ｏ
ｇ
ｏ
①
ロ
野
⑦
〉
ろ
ミ
．

太
田
臨
一
郎
「
軍
医
の
徽
章
」
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
』
二
四
一
号
、
一
九
七
○

国
胃
①
時
迄
の
シ
自
陣
国
①
己
島
胃
廓
）
剖
・
少
．
函
弓
彦
①
①
日
匡
①
日
具
昏
①
シ
日
①
己
８
国
夛
房
島
の
巴
診
騎
○
ｇ
胃
旨
口
．
。
］
・
Ｐ
・
冒
・
シ
」
＄
》
息
ざ
、
‐
ｆ
、
忌
日
》
ご
沼

国
時
吾
）
］
．
、
、
買
口
ず
○
房
日
四
ロ
ロ
ン
Ｈ
ｇ
①
旦
蜀
○
月
⑦
唾
日
①
島
。
巴
旨
酌
蒟
冒
四
．
シ
員
胃
四
ミ
ア
房
島
、
旨
⑦
．
忌
醇
誤
守
く
思
回
岳
認
．

ｍ
ｅ
弓
○
．
貝
⑦
ご
苫
］
・
唖
弓
ケ
の
Ｈ
ｏ
ｇ
脚
昌
Ｑ
開
号
の
ロ
芹
具
ン
、
鹿
の
ロ
○
四
．
固
い
の
ぐ
尉
制
）
シ
日
駕
①
ａ
四
目
〉
邑
司
・

古
川
明
「
医
学
・
歯
学
・
薬
学
の
シ
ン
ボ
ル
『
蛇
杖
』
（
総
会
抄
録
）
『
日
医
史
誌
』
二
六
、
二
五
七
ｊ
く
二
五
九
、
一
九
八
○

古
川
明
「
医
学
・
歯
学
・
薬
学
の
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
１
ク
」
『
歯
界
展
望
』
五
八
、
九
七
七
１
ｔ
九
八
六
、
一
九
八
一

吟
。
》
黒
の
『
、
。

ぐ
昌
戸
号
再
シ
Ｐ
国
』
・
“
国
侭
国
茸
易
島
ミ
○
○
ａ
９
ヶ
○
烏
号
Ｈ
ｚ
ａ
ｑ
毎
コ
鳥
目
．
ぐ
ぃ
昌
犀
ａ
ｑ
ｏ
号
〕
］
白
．
国
画
胃
庁
目
・
易
紹
〉
ら
国

国
曼
四
国
〉
旨
・
”
ロ
ー
ｇ
ざ
昌
画
ご
具
壱
四
旨
蔚
吊
ｍ
貝
胃
固
目
噌
画
く
①
愚
・
，
岳
震
》
、
吾
国
巳
（
園
Ｈ
●
降
国
具
扇
届
、
ノ
ー
届
）
．

田
○
昌
里
）
］
・
ｍ
Ｆ
①
暑
日
ず
○
房
目
①
回
目
の
ｐ
讐
再
風
①
目
①
島
、
巴
．
国
ロ
罠
Ｑ
①
］
》
シ
協
○
凰
昌
ざ
旨
⑦
曾
野
昌
旦
⑦
切
冨
匙
①
ｏ
言
い
Ｑ
①
句
圃
目
８
．
日
〉
心
ｊ
‐
壱
己
〉

一
四
三
、
七
○
七
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目
彦
①
８
９
９
少
、
産
⑦
宮
○
ｍ
厨
讐
①
、
旨
回
す
巳
烏
ｇ
ｏ
ａ
ｏ
旨
①
、
胃
房
筐
巨
、
弓
閏
①
ｇ
ｏ
昌
昌
①
昌
斤
で
い
い
①
昌
吾
①
口
昌
己
毒

胃
四
冒
吻
］
昌
甘
国
（
ご
造
）
９
号
①
言
昌
《
め
こ
侭
①
ご
・
》
ず
冒
忌
①
①
①
昌
昌
四
目
呂
侭
８
昌
伊
四
目
篇
①
目
、
国
①
曽
曾
（
局
届
）
．
Ｐ
３
巨
冨
ｇ
ご
駅
、

●

〔
ず
』
い
す
○
○
時
グ
ミ
四
ｍ
目
旨
固
○
鼻
①
Ｑ
弄
○
自
画
℃
脚
冒
．
胃
行
』
ぬ
芹
彦
Ｏ
巨
頤
彦
骨
《
ず
四
庁
骨
彦
尉
一
ｍ
庁
辱
①
酌
厨
房
弄
員
国
①
詳
彦
回
芹
］
四
も
画
昌
の
、
①
、
骨
屋
Ｑ
①
昌
房
庁
回
門
旨
舞
旨
ぬ

り

●

ロ
員
呂
旨
普
①
同
ｇ
ｏ
も
①
門
旨
Ｑ
箇
葛
詳
琶
、
暑
目
ご
巳
．
○
冒
昏
①
言
苛
で
凹
鴨
勗
脚
官
２
日
①
吾
○
乏
旨
岨
昏
①
埼
○
旦
具
シ
、
崖
①
宮
○
ｍ
〕

●

各

委
固
呈
○
〉
唱
旦
鳥
目
且
甘
言
①
》
四
旨
Ｑ
匿
い
註
再
昌
言
己
○
員
国
鳥
昌
吾
①
四
巨
昏
○
吋
釦
ロ
ユ
昏
①
再
幽
易
置
８
吋
〉
①
言
．

○

弓
冨
制
】
、
巴
、
０
画
目
①
〆
且
四
目
日
５
冒
烏
号
①
宮
。
ご
門
①
冒
己
員
ｇ
》
旨
号
①
守
冒
胃
島
凹
む
ｏ
①
冒
章
農
蓉
」
ざ
芝
、
“

■

●

シ
で
巳
ざ
）
毎
号
９
９
シ
、
産
①
ロ
○
ｍ
〕
ず
○
屋
、
号
①
Ｈ
○
・
号
胃
望
冒
す
○
胃
⑦
、
シ
吻
逼
①
回
０
，
．
冒
昏
の
豆
ｏ
冒
局
①
）
号
①
壗
８
号
再
吾
○
巨
匡

さ
○
斤
貝
昏
①
で
○
吋
胃
巴
骨
島
昏
①
脚
屋
号
○
吋
出
①
胃
①
儲
閉
門
①
胃
①
ｍ
①
貝
目
的
夛
昏
８
０
国
凹
画
Ｑ
昏
胃
烏
昏
①
弓
画
旨
幽
厨
８
吋
ご
岸
○
日
目

■

爵
弔
Ｏ
Ｑ
巴
①
嵐
○
ｍ
〕
ず
①
の
四
房
①
シ
［
四
。
画
○
目
四
国
Ｑ
勺
Ｃ
Ｑ
巴
①
胃
旨
、
》
ず
○
号
唾
Ｏ
易
具
少
切
匡
①
ロ
○
ｍ
》
君
国
①
日
匿
国
ご
呂
凋
①
○
易
凰
言
国
①

国
①
曽
曾
回
国
・
己
与
○
○
目
．
弓
胃
四
員
宮
村
島
弄
巨
唖
冒
①
目
〕
口
芹
再
葛
昌
言
目
明
ｏ
昌
昏
①
島
酌
ｏ
巳
ｑ
９
号
①
庁
胃
冒
目
的
具
目
①
島
‐

●
○

○

ＧＧ
国
の
曹
創
島
凰
局
①
、
号
①
註
肖
昌
ご
具
シ
吻
痙
①
凰
○
唖
．
少
的
凰
冒
・
〕
骨
四
七
七
３
厨
忌
日
ご
房
○
○
冒
夛
身
胃
Ｑ
８
胃
画
易
①
昌
○
〔
○
旨
ご
弓
①

■

合

Ｈ
旨
①
昌
尉
・
○
埼
骨
琴
①
四
目
骨
彦
○
毎
ヶ
巨
烏
色
房
○
ケ
尉
○
与
之
ご
肖
旨
の
昌
扇
．

◆

旨
昏
①
戸
庁
管
も
閏
甘
具
四
目
８
月
巴
匿
い
８
曼
も
２
５
ｇ
ｏ
匙
。
巴
斥
Ｑ
・
自
鼻
ａ
‐
吻
冨
目
も
。
・
》
言
四
ｍ
も
目
匡
芦
昏
８
．
○
口
旨
８
ぐ
９

（
茜
）
古
川
明
「
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
蛇
杖
の
歴
史
」
（
総
会
抄
録
）
『
日
医
史
誌
』
二
九
、
一
○
五
’
一
○
七
、
一
九
八
三

（
三
）
古
川
明
「
日
本
医
師
会
の
紋
章
を
考
え
る
」
『
日
本
医
事
新
報
』
（
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
十
日
原
稿
提
出
）

、
国
昂
Ｒ
ｏ
Ｑ
呉
睦
禺
汚
宮
吊
》
の
『
員
号
巳
旦
昌
の
ｇ
ｇ
ご
囚

岸
の
閑
の
○
①
己
丘
○
ご
一
国
］
四
℃
四
目

シ
厩
愚
田
口
詞
口
瞬
シ
ー
ミ
シ

（
東
京
都
杉
並
区
）
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thereappearSapictureofAsklepiosandhisrod.Thispictureistakenfifomthepictureonthetitle

pageof"Histoiredelam6decine''byDanielLeClerc,medicalhistorianinGeneva.Bythattime,
Japanesephysiciansunderstoodthesigni6canceoftherodofAsklepios.

TheJapaneseadoptedtherodofAsklepiosasamedicalsymbolfromEuropeintheeighteenth

century,butitisnotsopopularevenyet・Inaddition,thediffbrencebetweentherodofAsklepiosand
thatofHermesisnotwellunderstood・Ihopethissymbolbecomesmorewidelyknownandbetter

appreciatedinJapan.
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